
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

 計画どおり、小学校結社ごとに町内6会場で介護予防教室を実施しました。各会場概ね9回ずつ
開催しました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

活動的な状態にある高齢者の生活機能の維持、向上に向けた取り組みをすることで、介護状態に陥
らないための一次予防の効果が期待できる。

　転倒予防や筋力低下を防ぐ運動をはじめ、食事の取り方や歯の手入れの方法など、身近な内容で
実施しました。事業終了後のアンケート調査からも、今後も継続して教室に参加したいという回答が
多く寄せられ、継続した介護予防の意識が定着してきていることがうかがえます。
　さらに、定期的に教室に参加することで「気持ちが楽になった」など、閉じこもり予防にも効果が出て
いると思われます。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額

事務事業名

細　節

賃金

介護予防一般高齢者施策事業費

実
績

担当部課 健康福祉課
担　当 社会福祉担当

サブリーダー 吉葉恵子

計
画

65歳以上の高齢者を対象に、小学校結社ごとに運動機能向上・口腔ケア・栄養改善等を中心に
「元気はつらつ運動教室」を実施する。その他保健センターでは、要望に応じ地域の集会所に出
向いて「いきいき運動教室」や福祉センターでは「介護予防教室」等複数の事業を有機的・継続
的に要介護にならないよう介護予防事業を展開する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

介護予防事業参加者数

300人 延べ1,006人

消耗品費

賃金 178,250

210,000報償金

消耗品費

210,000

108,750

168,000

108,850

報償金

109,000

報償金

金　額

特　記　事　項

　前年度よりも開催回数を増やして実施しました。
　Ｈ19年度は各会場5回　　Ｈ20年度は各会場9回

66,918

343,768

特　記　事　項

特　記　事　項

歯科衛生士＠5,660×6日
栄養士＠5,493×6日

運動指導士＠7,000×24回

介護予防運動用品、栄養指導教材費　ほか

498,000497,000

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

005－０３０１０２－００１－００－００－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

賃金 179,000

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

消耗品費

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

343,768

計　画

498,000

498,000

実　績

124,250

62,125

124,500

62,250

157,018

154,070

340,445

156,555

186,750


